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① 資産配分の復習～前回（第21回）

基本的には

インデックス投資の株式100%で、現金のみコントロール

暴落で50％の下落があったとしても、
5年間損切することなく、投資を継続することができる現金を保有した状態であれば、
他の資産はインデックスの株式100%の投資で考える。

例）資産1000万円で下記の条件の場合

🔶投資：ｅＭＡＸＩＳ Ｓｌｉｍ 全世界株式
（オール・カントリー）の100%

🔶現金：生活防衛資金（生活費の6か月分）
＋直近5年以内のお金が250万円

現金
250万円

投資
750万円

リスク許容度
に合わせて、

現金の金額を
コントロールする
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② 手間のかかる方法はうまくいかない

手間をかけると非合理的な行動をする可能性が高まるから

例）色々な配分を組み合わせた場合

出典： 日経マネーと正直FPが考え抜いた！迷わない新NISA投資術

🔶短期の利益を追い求めてしまう

例）
・「みんなが購入しているおすすめ」と言わ
れるものは、不安で全部購入してしまう。

・「今、金への投資がいいらしい」
といった声に踊らされてしまう。

まだよくわからないなら、
色々なものに手をださない



② 手間のかかる方法はうまくいかない

投資では合理的な行動をとることができない、と実感しておくこと

🔶ホームバイアス：身近なものなら安心だと思ってしまう心理のこと

例）応援したいから、地元の企業の株を購入する
➡資産形成とは全く別のお話。よく日本株をなんとなく購入する人は割合が高い

🔶プロスペクト理論： ①利益が出ていると早く利益確定したくなるが、損失が出ている
と損失を回避したくなる。②得するよりも損する方が精神的なダメージが大きい。

例）利益が出ているとき
➡「さらに上がるかもしれないが、下がって利益がなくなるのが嫌なので、売却してしまう。

例）損失が出ているとき
➡「きっとここまで下がったら、次は上がるだろう」と考えて損切できない状態になること。
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③ 他の投資をするならコア・サテライト戦略

コア サテライトサテライト

サテライト

サテライト
コア（中核）

安定成長や長期投資
インデックス投資

サテライト（衛星）
積極的な投資
個別株投資など

『安定＋攻め』で
資産形成が王道

新NISAの王道戦略は
コア・サテライト戦略

コア：つみたて投資枠
サテライト：成長投資枠



③ 他の投資をするならコア・サテライト戦略

コアで将来のお金の土台を作り、サテライトでよりリスクを取る（ステップ5）

例）資産1000万円で下記の条件の場合
🔶投資：オルカン100%
🔶現金：生活費の6か月分＋直近5年以内

現金
250万円

投資
750万円

コア
オルカン

80%

サテライト
ETF・個別株など

20%

例）750万円の内訳
・コア：オルカン80%：600万円
・サテライト20%：150万円

基本はお金の不安を消す土台を作ってから、サテライト投資



知識0から誰でもできる
完全ロードマップ

Step1 つみたてNISAを開始

Step2 生活費の6か月分の確保

Step3 つみたてNISA満額

Step4 毎日楽しむ

Step5 副業・投資

夢

3ステップで
お金の不安を消す



参考 3つの王道投資～第9回目参照～
インデックス投資 高配当株投資（ETF) 個別株投資

メ
リ
ッ
ト

①20年以上の長期投資であれば、非
常に高い確率で元本割れしない

②プロにも勝てる再現性の高い投資

③投資の鉄則である、長期・分散・積立
が誰でも月100円からできる

④圧倒的に低コストで運用できる

①分散投資でリスクを抑えながら、ほっ
たらかしで安定した配当が受け取れる

②配当は年間4回もらえるのが一般的
なので、予測がしやく生活の保険になる

③増配を考えると、将来的に高い配当
利回りが期待できる

①大きな利益を得られる可能性がある

②運用を自分で選んでコントロールで
きるので、楽しく投資ができる

③売却益・配当・株主優待の3つの利
益を得ることができる

④企業や業界に詳しくなれる

デ
メ
リ
ッ
ト

①資産が増えるのに時間がかかる

②市場平均を狙う投資なので、大きな
利益を得ていくことはできない

③大きな資産を作るには入金力が必要

④売買を繰り返さず、淡々と購入するだ
けなので、退屈と感じる人もいる

⑤似たり寄ったりの投資成績になる

①配当を出して利益を再投資していな
いので成長性があまりない企業が多い
こと（値上がりを期待できない）

②配当を受け取るときに課税されるの
で資産増加は遅い

③配当金の高さはリスクの高さと連動
しているので、減額や下落もある

④購入するには為替手数料がかかる

①勝ち続けるのはプロでも難しい

②分散不足でリスクが大きくなる。分散
する場合には金額が必要になる

③ポートフォリオの管理に手間がかかる

④損をする可能性もあるため、将来の
お金を備える土台としては、向かない

⑤リスクも大きいため大損失もありえる
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事例①



④ 具体的な資産配分の事例紹介～事例①～

50歳、余裕資金なし、投資経験なしの男性。65歳時点で2000万円が目標

出典：老後の不安がなくなる５０歳からのお金の増やし方

プラン： 全世界株式に毎月5万円の積立投資

現在の状況）

・妻（パート）、高校1年生の子供
・預貯金350万円
・収入手取り35万円、世帯42万円
・生活費毎月28万円
・住宅ローン8万円
・保険毎月3万円
・その他、塾代、固定資産税など

MSCI・ACWI（※オルカンと同じ指数）の
過去30年リターン平均8.1%、リスク17.8%



④ 具体的な資産配分の事例紹介～事例①～

←過去30年の結果を使用

厳しく年間4%利回りで計算
（およそ下位30％のデータ）



④ 具体的な資産配分の事例紹介～事例①～

・預貯金350万円と合
わせて15年後に
約2000万円達成

・出費に応じて、
できる範囲で投資を
していくと、さらに増える

・結果があまりよくない
状態でも達成できる

50代からでも
全然遅くない



事例②



④ 具体的な資産配分の事例紹介～事例②～

50歳、余裕資金ありの女性。65歳時点で2000万円が目標

出典：老後の不安がなくなる
５０歳からのお金の増やし方

プラン： 60%株式、40%は他資産で投資

現在の状況）

・夫（会社員）、大学年、中学2年
・預貯金650万円
・収入手取り23万円、世帯65万円
・生活費毎月35万円
・家賃13万円
・保険毎月5万円
・駐車場代月1万円

110-年齢＝60&なので、株式60%に。
期待リターン年6.4%、リスク13.4%

・日本の債券：金利低すぎ

・新興国、REIT：
リスクとリターンが合わない

・金：究極の安全資産



④ 具体的な資産配分の事例紹介～事例②～

🔶65歳時点、平均値で2180万円で目標達成

・「初期投資＋毎月積立」は着実に資産を増やせる

・退職金もあるならさらに安泰の老後に

50代からでも全然遅くない

最初の初期投資ができると、
さらに資産を増やすことができる
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⑤ 本日のまとめ

①基本的な資産配分の考え方

インデックス投資の株式100%で、現金のみコントロール

②短期の利益を求めてしまう人は、

よくわからない状態で、色々な投資に手を出さないこと

③どれだけ精神的に強い人でも

投資では合理的な行動をとれないことがある

④50歳からでも投資をはじめれば、

資産2000万円を貯めて、老後の安心を作ることはできる
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前回までの質問回答
※別動画で回答。本日は一部を回答します。



「年齢を重ねていくごと、
株式配分比率を徐々に低下させていく方法」

いただいた質問

※私の考えとの違い
株式の比率ではなく、リスク許容度に応じて
現金量を調整する考え方の方が長生きリスクに備えられる。
かつ個人のリスク許容度に合わせてムリなく長期投資を継続できる。



参考 慎重な人向けの資産配分～バートン・マルキール

出典：投資の大原則

安心できるように、
慎重な人向けの資産配分

バートン・マルキール

長期でリターンを
高めるための資産配分

チャールズ・エリス

＜ポイント＞
・資産が減ることに安心できない人向け
・損失回避バイアスを考慮した考え方
※得よりも損の方が大きく感じる

＜ポイント＞
・株式の割合を高めて長期で高リターンを！
・暴落があってもむやみに売却しない、
という強い精神力が必要。



質問回答

言葉の定義の問題ですね。
貯蓄額は一般的には投資している金額も含みますので、貯蓄額＝資産額でよいと思います。

現金のみの貯蓄額（資産額） ➡ 預貯金額
投資のみの貯蓄額（資産額） ➡ 投資金額



質問回答

私も8０歳で最適なタイミングで売却できるとは思っていません。
なので、1度に売却せず、複数回に分けて売却する方がよいと思います。

80歳のときの認知機能をあてにはできないので、今から出口を考えておいた方がよいです。
出口部分を少しずつ明確にしていきたいところですね。



最後に、知識定着のためアウトプットを提出してください

アウトプットは記憶定着＆出席確認のために、必ず提出してください
当日参加できない方は、勉強会後の2週間後までに動画を見てアウトプット



10月のスケジュール

10月のテーマ

『新NISAを活用して安心するためには？』
・結局、いくら積立をしたら「安心」できるのか、安心って何なのか。
・新NISAで老後資金を貯めるためにはいくら必要なのか。 ※変更あり

10月の予定
・10月2日（月）21時～
・10月18日（水）21時～

本日のアウトプット期限は、９月30日（土）まで



本日の説明の中で
わからなかった点はありますか？

質問などご自由にお願いします。

※直接聞けなかった方は、
アウトプットシートにご記入ください。

ご質問タイム
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